
　民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
住
民
の

立
場
に
立
っ
て
、
生
活
や
福
祉
全
般
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
、
見
守
り
や
援
助

活
動
を
し
ま
す
。
支
援
を
必
要
と
す
る

地
域
の
み
な
さ
ん
と
、
行
政
や
専
門
機

関
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
で
す
。
諏
訪
市

に
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

1
2
0
人
（
主
任
児
童
委
員
16
人
を
含

む
）が
お
り
、
現
在
の
委
員
の
任
期
は
令

和
4
年
12
月
1
日
〜
令
和
7
年
11
月
30

日
の
3
年
間
で
す
。

　主
任
児
童
委
員
は
、
子
育
て
や
不
登

校
、
い
じ
め
な
ど
、
児
童
福
祉
の
相
談

や
支
援
活
動
を
専
門
的
に
担
当
す
る
民

生
委
員
・
児
童
委
員
で
す
。
担
当
地
域

を
持
つ
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
連
携

し
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
子
育
て
支
援

や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
児
童
健

全
育
成
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
住

民
の
生
活
実
態
と
福
祉
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
適
切
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
必

要
な
情
報
提
供
を
行
っ
て
、
相
談
や
助

言
な
ど
を
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
担
当
地

域
を
持
ち
、
地
域
住
民
の
良
き
相
談
相

手
と
な
り
、
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
関
係
機
関
に
橋
渡
し
を
す
る「
つ

な
ぎ
役
」に
な
り
ま
す
。

　民
生
委
員
・
児
童
委
員（
主
任
児
童
委

員
を
含
む
）は
、
活
動
上
知
り
得
た
情
報

に
つ
い
て
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
お

り
、
相
談
し
た
人
の
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。
悩
ん
で
い
る
こ
と
、
心
配
な

こ
と
、
福
祉
関
係
で
知
り
た
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
近
く
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
や
主
任
児
童
委
員
へ
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
主
任
児
童
委
員
」っ
て

ど
ん
な
人
？

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

１
人
で
悩
ま
ず
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」っ
て

ど
ん
な
人
？

市町村
福祉事務所
社会福祉協議会
地域包括支援センター
児童相談所
保健センター
教育委員会
学校、保育所　など

連携
・
協力

高齢者のいる世帯
障がい者のいる世帯
生活に困窮している世帯
子どものいる世帯
妊産婦のいる世帯
母子・父子世帯　など

主
任
児
童
委
員

地
域
担
当
民
生
委
員
・
児
童
委
員

行政機関など地域住民

・生活状況の把握
・福祉ニーズに
　合った情報提供
・各種相談
　見守り支援

民生委員・児童委員、主任児童委員の活動民生委員・児童委員、主任児童委員の活動

民生児童委員協議会の取り組み
民生委員・児童委員の活動を支援する

　市の民生委員・児童委員全員が所
属する「諏訪市民生児童委員協議会」
は、行政・関係機関・団体と協働して、
地域福祉の推進に取り組んでいます。
民生委員・児童委員一人一人の活動
が充実したものとなるよう支援する
とともに、民生委員・児童委員の資
質向上に努めています。また、市内8
地区にそれぞれ地区協議会が置かれ
ており、地域内の情報を共有し、住

民のみなさ
んとともに
「誰もが住
みやすい地
域づくり」
に取り組ん
でいます。▲民生児童委員研修会の様子

お問い合わせ：社会福祉課社会係（内線231、236）広報すわ2023. 5広報すわ 2023. 511


